
教育委員意見交換会 

 

日  時  令和 5年 9月 27日（水） 午前 10時 10分～午後 0時 50分 

場  所  堺市役所 本館 3階 大会議室 3 

出席者  粟井明彦教育長、河盛幹雄委員、宮本功委員、鈴木真由子委員、新谷奈津子委員、長田翼委員 

      （事務局）山嵜久樹教育次長 長山秀基教育監 

            伊藤修士教委総務部長 西尾朋章学校改革推進室長 

富岡重幸学校教育部長 永木里恵学校教育部部理事 

島原宏文教育課程課長 川端一生生徒指導課長 

井村美穂学校管理部長 熊田典子学校給食課参事 

橋本宏司教育政策課長 森本恭明教育政策課長補佐 楠本奈央子教育政策課企画係長 

案件 

・不安や悩み等に関するアンケートの結果について 

・モデル校（大泉中学校）での全員喫食制中学校給食試行実施の 1学期の検証について 

・新たな学校マネジメントモデル事業 第 2期モデル学校群の決定について 

・令和 5年度堺市教育委員会表彰（職員栄誉の部・業務功績の部・教育功績の部）の被表彰候補者の決定につ

いて 

・令和 5年度第 2回総合教育会議について 

・その他非公開案件 1件あり 

 

・不安や悩み等に関するアンケートの結果について 

児童生徒が安心して過ごせる学校環境の形成に向けた取組を推進するため、児童生徒（本市立学校在籍の

小学校 5 年生から中学校 3 年生）を対象に行った、学校生活上の不安や悩み、「学校に行きづらい、休みたい」

といった登校回避感情の有無、学校を休んでいる間に必要と感じた支援のニーズ等のアンケート結果について

報告。 

（主な意見） 

・中学生の相談相手として、保健室の先生（養護教諭）が上位にきている。保健室の先生は、子どもたちの相談

を受けるにあたって知識は持っているものか。 

⇒養護教諭は、子どもからの相談への対応手法について学んでおり、相談に対しては適切に対応している。 

・アンケートの有効回答率が、小学生が 9.9％、中学生徒が 7.3％であることをどのように考えているか。 

⇒本アンケートを行うに当たり、全ての児童生徒が回答しやすい工夫を施したうえで実施した結果、この有効回

答率となった。なお、令和 2 年に国が行った類似調査の回収率も小学 6 年生が 11.7％、中学 2 年生が 8.2％で

あった。 

このアンケート結果は、本市においてこれまで得られていないデータであり、分析を進め今後の各種施策に活

かしたいと考えている。 

 

 

・モデル校（大泉中学校）での全員喫食制中学校給食試行実施の 1学期の検証について 

令和 7 年度からの全員喫食制中学校給食の円滑な実施に向け、モデル校（大泉中学校）での 1 学期の検証



結果及び今後の対応について説明。 

（主な意見） 

・喫食時間が 20分となっているが、喫食するための時間は十分確保できていると考えているか。 

⇒学校の状況を確認すると、20 分あれば、ほとんどの子どもが給食を食べ終わっている。小学校においても同

様であり、適切な時間と考えている。 

・給食の時間内に給食を食べきることができない子どもがいる場合、学校はどのように対応しているか。 

⇒子どもたちの食べる量は、個人差が大きいため、配膳時に量を調整している。食べるスピードが遅い生徒もい

るが、ほぼ、給食時間には食べる事ができている。 

・給食の残食はどの程度か。 

⇒他の小学校の給食の場合と比較すると、モデル校（大泉中学校）の残食は少ない。 

 

 

・新たな学校マネジメントモデル事業 第 2期モデル学校群の決定について 

令和 6年度からモデル事業を実施する第 2期モデル学校群として 3つの学校群を決定したことを報告。 

（主な意見） 

・学校群の取組は、成果が出てきているものでもあり、期待している。今後に向けて、第 2 期モデル学校群に対

し、第 1 期の 5 学校群の好事例や課題についても具体的なレベルでの情報提供を行い、事例を共有してほしい。 

・教育資源の有効活用や教員の働き方改革など、教育委員会事務局として進めていきたいことはあるか。 

⇒例えば、教材の共有化として、学校群内の 3 小学校で算数の授業を同じ方法で実施することで、授業準備の

教材を教員が分担して作成、共有する事例等が学校群から自発的に出てきている。これらのような事例は、教

育委員会事務局としても期待しているものであり、事例を共有し、学校での創意工夫が進んでいくよう支援した

い。 

 

 

・令和 5年度堺市教育委員会表彰（職員栄誉の部・業務功績の部・教育功績の部）の被表彰候補者の決定に

ついて 

令和 5年度堺市教育委員会表彰（職員栄誉の部・業務功績の部・教育功績の部）を行うに当たり、令和 5年 9

月 26日に開催した教育委員会事務局職員で構成する表彰審査会で被表彰候補者を決定した旨を説明。 

（主な意見） 

・特になし 

 

 

・令和 5年度第 2回総合教育会議について 

令和 5年度第 2回総合教育会議について、概要等を説明。 

 

 


